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【Training】のページを利
り

用
よう

して書
か

く練
れん

習
しゅう

も行
おこな

い、正
せい

確
かく

さの定
てい

着
ちゃく

も図
はか

ります。
　【使

つか
ってみよう】「できるようになりたい」ことが「できるようにな

った」か、習
なら

ったことを使
つか

いながら自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

にひきつけて話
はな

してみ
ます。この時

じ
点
てん

で、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、「【答
こた

えてみよう】で言
い

えなかったこ
とが言

い
えるようになった！」と、学

がく
習
しゅう

の成
せい

果
か

が実
じっ

感
かん

できるはずです。

▽教
きょう
室
しつ
の外

そと
で実

じっ
際
さい
に使

つか
ってみよう

　話
はなし

をCEFRに戻
もど

します。CEFRでは、人
にん

間
げん

は「具
ぐ

体
たい

的
てき

な行
こう

動
どう

を通
とお

して種
しゅじ々ゅ

の課
か

題
だい

と取
と

り組
く

みながら、言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

を獲
かく

得
とく

していく」と言
い

っています。本
ほん

教
きょう

材
ざい

を使
つか

って教
きょう

室
しつ

での学
がく

習
しゅう

が終
お

わったら、今
こん

度
ど

は是
ぜ

非
ひ

、外
そと

で実
じっ

際
さい

に使
つか

ってみてください。学
まな

んだ成
せい

果
か

をより一
いっ

層
そう

感
かん

じら
れると思

おも
います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1国

こく
際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が開
かい

発
はつ

した JF 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダードも CEFR を参
さん

考
こう

にしています。レベルイメージなどはこちらで確
かく

認
にん

してください。

http://jfstandard.jp/
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に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

材
ざ い

 

『WEEKLY J 日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

す６週
しゅう

間
かん

』
監
かん

修
しゅう

：加
か

藤
とう

早
さ

苗
なえ

著
ちょ

者
しゃ

：秋
あき

山
やま

信
のぶ

子
こ

・坂
さか

本
もと

舞
まい

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

ＵＲＬ：　http://www.bonjinsha.com/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

4 月
がつ

ISBN：9784893588159 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：B5 判　154 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：2,100 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 4 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：押
おし

尾
お

　和
かず

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　 み な さ ん は “CEFR”1を ご 存
ぞん

じ で す か。CEFR と は、“Common 
European Framework of Reference for Languages: Learning, 
teaching, assessment”の略

りゃく
で、日

に
本
ほん

語
ご

では「外
がい

国
こく

語
ご

の学
がく

習
しゅう

、教
きょう

授
じゅ

、
評
ひょう

価
か

のためのヨーロッパ共
きょう

通
つう

参
さん

照
しょう

枠
わく

」と訳
やく

されています。EUに加
か

盟
めい

するヨーロッパ各
かっ

国
こく

は、この参
さん

照
しょう

枠
わく

に従
したが

って外
がい

国
こく

語
ご

教
きょう

育
いく

のシラバ
ス、テスト、教

きょう
材
ざい

などを作
つく

っています。レベルを表
あらわ

すものさしや言
げん

語
ご

学
がく

習
しゅう

に対
たい

する考
かんが

え方
かた

を共
きょう

有
ゆう

していれば、言
げん

語
ご

が違
ちが

っても学
がく

習
しゅう

環
かん

境
きょう

が違
ちが

っても、教
きょう

師
し

も学
がく

習
しゅう

者
しゃ

も同
おな

じ情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

することができます。
この利

り
便
べん

性
せい

が注
ちゅう

目
もく

され、今
こん

日
にち

、CEFRはヨーロッパ以
い

外
がい

の国
くに

でも広
ひろ

く
使
つか

われるようになってきました。
　本

ほん
教
きょう

材
ざい

は、CEFRの考
かんが

え方
かた

を基
き

本
ほん

にして作
つく

られた日
に

本
ほん

語
ご

テキスト
です。CEFRのA2～B1レベルの日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、自
し

然
ぜん

な日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

ってコミュニケーションができるようになるよう工
く

夫
ふう

がされています。
全
ぜん

部
ぶ

で30ユニットから成
な

り、各
かく

ユニットに「子
こ

どものときのことに
ついて話

はな
す」「相

あい
手
て

に苦
く

情
じょう

、文
もん

句
く

を言
い

う」などのトピックがあります。
ひとつのユニットの学

がく
習
しゅう

時
じ

間
かん

の目
め

安
やす

は120分
ぷん

で、タイトルのとおり、
6週

しゅう
間
かん

ですべてのトピックの学
がく

習
しゅう

が終
お

わります。出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

のウェブサ
イトには、語

ご
彙
い

リストや教
きょう

師
し

用
よう

資
し

料
りょう

が提
てい

供
きょう

されています。

▽つまずきから始
はじ
まる日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう

　本
ほん

教
きょう

材
ざい

の大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

は、ユニットの目
もく

標
ひょう

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にまず意
い

識
しき

させ、
その目

もく
標
ひょう

を達
たっ

成
せい

するための手
しゅ

段
だん

として文
ぶん

型
けい

や語
ご

彙
い

を学
まな

ぶように作
つく

ら
れている点

てん
です。各

かく
ユニットは、次

つぎ
のような流

なが
れで進

すす
みます。

　【答
こた

えてみよう】そのトピックについて、その時
じ

点
てん

の日
に

本
ほん

語
ご

レベル
で言

い
えることを言

い
ってみます。学

がく
習
しゅう

者
しゃ

は、言
い

いたいことが思
おも

うよう
に言

い
えず、もどかしい気

き
持
も

ちになるはずです。このつまずきを利
り

用
よう

して、「できるようになりたい」ことを目
もく

標
ひょう

として自
じ

覚
かく

させます。
　【聞

き
いてみよう】モデル会

かい
話
わ

を聞
き

き、自
じ

分
ぶん

が言
い

いたかったことはど
のような文

ぶん
型
けい

・語
ご

彙
い

を使
つか

って表
ひょう

現
げん

されているのか聞
き

き取
と

ります。
　【言

こと
葉
ば

を増
ふ

やそう】【文
ぶん

型
けい

】【会
かい

話
わ

の達
たつ

人
じん

】【練
れん

習
しゅう

しよう】そのトピ
ックについて話

はな
すために必

ひつ
要
よう

な「語
ご

彙
い

」「文
ぶん

型
けい

や表
ひょう

現
げん

」「会
かい

話
わ

のテ
クニック」について学

まな
び、練

れん
習
しゅう

します。ここでは話
はな

す練
れん

習
しゅう

のほか、


